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1.725 Åと決定した (図 3。CO結合距離を 1.159 Åに固定)。ab initio計算の結果は決定した α3

と re(Fe-C)とそれぞれ 0.55、0.2 %の誤差で一致する。2ν2状態は振電相互作用により 9つの副準

位 (P = 0, 1, 2, 3)に分裂する。これまでに P = 0準位の回転線を観測し、現在他の成分の測定を

進めている。

［FeNOラジカル］基底状態 2∆i のスピン副準位 Ω = 5/2, 3/2の純回転遷移の測定を報告した 2。

今回は Ω = 5/2の ν2 状態 (P = 7/2, 3/2)、2ν2 状態 (P = 9/2, 5/2, 1/2)の純回転遷移を観測し

た。図 2に得られた 2ν2 状態のスペクトルを示す。P = 9/2, 1/2のシグナルは近接した周波数、

P = 5/2のシグナルが少し低周波数側で観測された。2ν2 状態 (P = 1/2)の遷移ではパリティ分

裂が観測されたが、窒素核 (IN = 1)による超微細分裂はいずれの遷移でも観測されなかった。。

得た吸収線を最小自乗解析し、ν2、2ν2状態の分子定数を得た。2ν2状態 (P = 5/2)の回転定数は

P = 9/2, 1/2の回転定数より約 1.3 MHz小さい値となった。これは 2ν2状態 (P = 5/2, 616 cm−1)

に近接する ν3 状態 (Ω = 5/2, 657.5 cm−1)との Fermi共鳴によるものと思われる。現在、Fermi

共鳴の解析と平衡構造の決定を目的として、ν3 状態の回転遷移の測定を進めている。

図 1：FeCOラジカルの ν3 状態の回転スペクトル

　　　表 1：FeCOラジカルの分子定数

定数 Unit

Be 4374.405(72) MHz

α1 21.852(47) MHz

α2 −10.5073(18) MHz

α3 20.2051(14) MHz

図 2：FeNOラジカルの 2ν2 状態の回転スペクトル

　

図 3：FeCO, FeNOの構造


